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◆ りんごは、翌年の花芽形成を促すため、早期に適正着果数に摘果しましょう！ 

◆ ぶどうは、結実を確認のうえ、状況に応じた適切な摘房、摘粒を進めましょう。 

◆ まとまった雨が１週間以上ない場合には、今年植栽した幼木を中心に潅水を行いまし

ょう！ 

 

りんご 

１ 生育状況 

県内の定点観測調査結果によると結実率は概ね平年並からやや高めとなっていますが、地域、品種、

場所によって中心果の欠落などが見受けられます。また、全般的に花芽率は平年よりやや高め（平成

26年 12月調査）であることから、結実量は全般的に多いと推測されます。 

一方、果実の肥大（横径）は、開花が早かったため、６月１日時点では平年比 130～200％となり、

その後も好天に恵まれたため、6月 21日時点の県平均も、平年を上回る肥大となっています（表１）。

翌年の花芽形成と果実肥大を促すため、早期の適正着果数への摘果に努めてください。 

 

 

 

表１　県内各定点圃場における果実肥大（横径）状況（6月22日現在）

本年
（H27）

前年
(H26)

平年
前年比

(%)
平年比

(%)
本年

（H27）
前年
(H26)

平年
前年比

(%)
平年比

(%)
本年

（H27）
前年
(H26)

平年
前年比

(%)
平年比

(%)

49.8 46.2 37.6 108 132 47.8 41.6 38.4 115 124 44.9 40.1 35.1 112 128

岩手町 一方井 42.0 35.3 32.7 119 128 43.0 33.3 33.4 129 129 39.0 33.2 30.7 117 127

盛岡市 三ツ割 47.2 42.2 36.7 112 129 47.8 40.6 37.2 118 128 43.6 37.2 33.6 117 130

紫波町 長岡 44.1 37.3 38.3 118 115 44.3 37.7 38.2 118 116 42.9 38.0 34.5 113 124

花巻市 上根子 48.3 45.0 37.7 107 128 47.2 43.6 40.6 108 116 40.5 38.2 34.8 106 116

北上市 更木 － － - － － 49.7 42.6 41.9 117 119 43.1 40.1 37.4 107 115

前沢区稲置 48.2 43.6 40.9 111 118 47.8 43.5 41.2 110 116 41.6 38.9 37.3 107 112

江刺区伊手 40.6 38.3 35.6 106 114 44.9 39.8 36.6 113 123 38.6 33.6 32.0 115 121

花泉町金沢 49.0 42.5 39.3 115 125 45.3 39.7 39.2 114 116 38.9 35.0 34.0 111 114

大東町大原 － － - － － 52.1 41.9 36.9 124 141 44.8 37.1 33.1 121 135

陸前高田市 米崎 48.5 37.6 38.0 129 128 48.4 39.6 37.2 122 130 43.3 36.8 34.2 118 127

宮古市 崎山 47.9 37.9 34.5 126 139 47.7 39.0 36.2 122 132 45.0 36.1 33.1 125 136

岩泉町 乙茂 － 41.0 34.7 － － 45.2 42.3 34.7 107 130 38.2 35.3 31.9 108 120

二戸市 下山井 － － 34.8 - - 42.9 37.9 35.3 113 122 42.2 36.5 31.3 116 135

46.6 40.6 36.7 115 126 46.7 40.2 37.6 116 124 41.9 36.9 33.8 114 124

単位：mm

県平均(参考)

奥州市

一関市

市町村 地区

農研センター

つがる ジョナゴールド ふ じ

Z751720
新規記事用免責注意事項



２ 花芽分化と管理 

７月に入ると、りんごは翌年の花芽分化が始まります（表２）。着果過多や日照不足、高温乾燥な

どが花芽形成を阻害する要因になりますので、(1) 早期の適正着果数への摘果、(2) 徒長枝の整理な

どによる日照条件の改善、(3) 防除による健全な葉の維持、(4) 適正な土壌水分管理に努めましょう。 

 

（１）早期摘果のすすめ 

りんごの果実は、摘果作業が遅れると小玉果となる可能性が高くなります。表３の摘果強度に

留意して、仕上げ摘果および着果量の見直しを進めてください。結実量は多い傾向がみられます

ので、次年度のためにも計画的に摘果を進めましょう。 

（２）摘果のポイント 

・三角実や扁平果など果形の悪い果実、病虫害果、サビなどの傷害果は摘果します。 

・「ふじ」で果台が極端に長いもの（25mm以上）や短いもの（10mm以下）は、斜形果の発生

割合が高くなるので、できるだけ摘果します（図１）。 

・「ふじ」では、途中で肥大の止まる果実が出てくるので、随時見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）土壌水分管理 

りんごの樹体にとって、土壌水分を適正に管理することが果実肥大、花芽の確保など健全な樹

体の維持に有効です。 

ア 乾燥対策 

今後、高温、干ばつで経過する場合は、養水分の競合を避けるため草生を短く維持し、樹冠

下に刈草やわら等でマルチします。また、畑地かんがい施設の整備が進められている地域では、

適宜潅水を実施します。特に幼木は根量が少なく、乾燥の影響を受けやすいため、優先して実

施してください。 

イ 排水対策 

降雨が続き、園地内が過湿となる場合、根部が障害を受けて樹勢が衰弱することがあります。

園地内に水が停滞しないよう、溝を掘るなど排水対策を講じましょう。 

表２　主要品種の花芽分化開始時期

時期 ７月上 ７月中 ７月下

王林

品種名 陸奥・つがる

ふじ・ジョナ

表３　主要品種の摘果強度

摘果強度

わい性樹

紅玉 ４～５頂芽１果

ふじ、つがる、王林、さんさ、千秋 ５～６　　〃

ジョナゴールド、陸奥、北斗 ６～７　　〃

品種名

図１　りんご着果部の構成



３ 樹相診断 

樹相診断でりんご樹の栄養状態の良否を判断し、適正な肥培管理に活かしてください。特に「ふじ」

の収穫時の果実品質は、今の時期の樹相の良否が大きく影響しますので、樹相診断を積極的に実施し

ましょう。 

岩手県農業研究センターでは、平成２１年度研究成果としてりんご「ふじ」わい性台木利用樹の簡

便な樹相診断法を報告しています。簡便な樹相診断では、先端新梢の葉枚数を主要な調査項目とし、

葉の縦径を補助的な調査項目とします。従来の先端新梢長を測る代わりに先端新梢の葉数を数えるこ

とで樹勢の判断が可能です。また、葉の縦径を測ることで葉色の測定に代えることができます。物差

しだけで簡単に行えますので、実践してみてください（表４、５）。 

 

（１）強樹勢の対策 

新梢長が長く、葉色も緑色が濃い強樹勢樹については、夏季剪定の実施、冬季剪定時は側枝の

間引きを中心として結果枝を多めに残す、施肥量を減じるなどして樹勢を落ち着かせるよう管理

します。 

（２）弱樹勢の対策 

新梢の伸長が短く、葉色が極端に淡くなるなど弱樹勢樹については、着果量を減らし、冬季剪

定で花芽の間引き、延長枝の切り戻し等を積極的に行い、施肥量を増やすなど樹勢の回復を図り

ます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 病害虫防除 

今後、降雨が続くようになると、斑点落葉病や褐斑病、輪紋病、炭そ病等の感染が増えてきます。

また、気温も高くなりハダニ類などの害虫も発生してきます。近年、各地で被害が増加しているヒメ

ボクトウは、７月上旬のフェニックスフロアブルの散布により新たな樹体内部への食入を防ぐ効果が

高いといわれています。被害がみられる園地では使用について検討ください。 

病害虫防除所の発生予察情報や防除情報を参照し、園地の発生状況をよく観察して、適期防除に努

めてください。 

 

表４　「ふじ」わい化樹の簡便な樹相診断基準

調査時期 基準値

先端新梢の葉枚数 11～14枚

葉の縦径 ７～８cm

先端新梢長 20～30cm

葉色カラーチャート値 4.5～5.5

調査項目

簡便な診断項目

７月上旬

従来の診断項目

表５　「ふじ」わい化樹の樹勢の目安

樹勢
先端新梢の葉枚数
（先端の新梢長）

葉の縦径
（葉色）

新梢停止期 樹相

強勢
17枚以上

(40cm以上)
８cm以上

（ｶﾗｰﾁｬｰﾄ5.5以上）
７月中旬以降

栄養生長が盛んで繁茂し、
樹幹内部は暗い。

適正
11～14枚

(20～30cm)
７～８cm

（ｶﾗｰﾁｬｰﾄ4.5～5.5）
６月下旬～
７月上旬

栄養生長と生殖生長バラン
スがとれている。

弱勢
10枚以下

(20cm以下)
6.5cm以下

（ｶﾗｰﾁｬｰﾄ4以下）
６月中旬以前

栄養生長が弱く、再生産力
の弱い樹相。



ぶどう 

１ 生育状況（表６） 

４月の気温が高めで推移したため、発芽展葉は早めとなり、その後も気温は高めに推移したため、

定点観測地点（紫波町赤沢）「キャンベルアーリー」の調査結果では、満開期は６月２日と平年より

16 日早まり、定点観測を開始してから最早の生育となりました。その後も気温が高かったことから

６月 15日現在の新梢の伸長も進んでおり、節数、房長の生育も平年より進んでいます。 

 

 
 

２ 管理の要点 

（１）摘粒 

・果粒肥大を促し、裂果や病害の誘発を防ぎ、着色向上など品質確保に不可欠な作業です。 

満開後 30日以内に終了するのが目標であるため、今年は６月中に実施するのが理想です。 

・詳細は、５月２８日発行の「農作物技術情報第３号 果樹」をご覧ください。 

（２）袋掛け 

・時期は７月上旬以降できるだけ早い時期が良く、摘粒などが遅れる場合には、晩腐病の一次感染

期を逃さずに防除し、その後、袋かけを行うことが大切です。 

（３）摘房 

・「キャンベルアーリー」では、表７を参考に葉数に応じて着房数を決定してください。最終的に

は一坪（3.3m2）当たり、新梢数 20本、着房数 27～30房が基準となります。樹勢が弱い場合は、

１房当たりに必要な葉数を参照に、葉数に応じて着房数を制限して下さい。 

・「紅伊豆」、「ハニーブラック」、「安芸クイーン」などの大粒種では、１新梢１房が基本です。強

い新梢は、１新梢２房着果させておき、着色期前までに１房に摘房していきます。弱い新梢は、

早期に１新梢１房とし、同様に着色期をめどに、伸長の程度に合わせて２～３新梢１房に調整し

ていきます（図２）。 

・着色期以降も着果が多いままだと、着色や糖度上昇が遅れ収穫も遅れるほか、樹体の凍寒害の危

険が増しますので十分に注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６　ぶどう（キャンベルアーリー）の生育状況（観測地点：紫波町赤沢）

新梢長 節数 房長

西暦 元号 開花始 満開期 落花期 (cm) (葉数) (cm)

2015 27 5/30 6/2 6/6 101.9 12.5 15.7

-16 -16 -16 137% 124% 157%

-6 -6 -6 114% 117% 143%

2013 25 6/12 6/14 6/18 72.7 9.5 10.0

2014 26 6/5 6/8 6/12 89.3 10.7 11.0

6/15 6/18 6/22 74.2 10.1 10.0平年（平均）値

調査年次
生態 ６月１５日時点での生育

開花期

平年差・比

前年差・比

表７　「キャンベルアーリー」の収量構成要素

（房/坪） （房/本数）

１房：12～16枚

２房：17～22枚

目標収量
（kg/10a）

キャンベル
アーリー

20 27～30 1.35～1.5 2200

品種
新梢数

（本/坪）

着房数
必要な葉数



 

 

（４）土壌水分管理 

    土壌が乾燥した条件で、ぶどうの果粒が柔らかくなってきた時期以降に、まとまった降雨や急

激な潅水を実施すると裂果が助長されることがあります。 

    潅水が実施できる園地では、点滴潅水等の方法で少量の水を定期的に潅水することで裂果を軽

減できるといわれています。 

    潅水が実施できない園地では、稲わらなどを用いて、マルチを行いましょう。 

逆に降雨が続く場合は、雨よけハウスでは、雨樋等を点検し、園地内に水が停滞しないよう、

溝を掘るなど排水対策を講じましょう。 

  

３ 病害虫防除 

（１）病害虫の発生状況に合わせて防除を実施します。 

（２）薬剤によっては、果粉の溶脱、果面の汚れなど品質を損ねることがありますので、薬剤を

選択する際は注意してください。 

 

 

図２　「紅伊豆」の新梢の強弱と摘穂・摘房時期　
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(第１または第２房)
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(第3～4花穂)
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(第１または第２房)

新梢の勢力
作　　業　　時　　期

開花期 着色期 収穫期

摘　房
(第１または第２房)

６月１日～８月３１日は 

農薬危害防止運動期間です 

● 近隣住民・周辺環境に配慮しましょう 

● 農薬散布準備、作業中・後の事故に注意しましょう 

● 農薬の保管・管理は適切にしましょう 

次回の発行予定日は 7 月 30 日(木)です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。発行時

点での最新情報に基づき作成しています。発行年月日を確認のうえ、最新の情報をご利用ください。 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、現地農業改良普及センターを通じて先進農業者

に対する支援活動を展開しています。 


